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【研究の背景・目的】 

脳は課題遂行中だけでなく睡眠中や休息時にも活
動を続けていること、すなわちアイドリング状態で
あることが明らかになってきた。誰しもが「未解決
の課題が睡眠やリラックスのあとなどに突然解決す
る経験」をしている。 
私たちはマウスを用い、学習時に同期活動した脳

海馬の数多くのニューロン集団（セルアセンブリ）
のうち、引き続く睡眠時に再活動（リプレイ）した
ものだけが、その後の想起時にも活動することを発
見し、特定のセルアセンブリの睡眠時におけるリプ
レイが記憶の固定化を担っている可能性を見いだし
た。これらは、脳のアイドリング活動は、従来考え
られていた以上に様々な重要な機能を持っているこ
とを示唆している。 

本研究では、最先端の神経活動計測・操作テクニ
ックを駆使して、従来アプローチ不可能であった「ア
イドリング中の脳活動の種々の機能を明らかにし、
脳機能に占めるアイドリング活動の位置づけを明確
化する」ことを目的とする。 

 
【研究の方法】 

自由行動下のマウスを用いて、アイドリング中の
脳ニューロン活動を超小型内視顕微鏡 (nVista, 
nVoke)や超微細蛍光内視鏡(U-FEIS)を用いたライブ
カルシウムイメージング法で計測し、得られる大規
模データから数理解析によりセルアセンブリ活動の
特徴を抽出する。 
また、リプレイしたセルアセンブリやプレプレイ

したセルアセンブリの活動を、MiLSS/U-FEIS 等の先
端的技術を用いてアイドリング中に操作し、その後
の記憶やセルアセンブリに与える影響を調べる。ア
イドリング中の各フェーズ間の相違や覚醒時の活動
との比較を念頭に置いて解析する。 
 

【期待される成果と意義】 
本研究では、アイドリング中の脳がセルアセンブ

リのリプレイ活動を通して記憶エングラムを選別し、
統合し、分離しているメカニズムが解明される。い
ろいろな記憶が長い時間軸の中でどのように関連し
合っているのか、以前の記憶が新しい記憶にどのよ
うに影響を与えるかなど、記憶の連続性の本質にも
迫ることが期待される。これによって、従来はアプ
ローチされていなかった脳が持つ潜在的な能力を科
学的な根拠に基づいて理解することが可能となる。 
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【研究期間と研究経費】 
 平成 30 年度－34 年度 427,200 千円 
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